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モデルカリキュラム

Y. Kanno (2024 年度関東ブロック対面ワークショップ) 2 / 35

• 「数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム」が制定

• リテラシーレベル（2020年 4月；2024年 2月に改訂）

• 応用基礎レベル（2021年 3月；2024年 2月に改訂）

• リテラシーレベルの構成



モデルカリキュラム
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• 「数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム」が制定

• リテラシーレベル（2020年 4月；2024年 2月に改訂）

• 応用基礎レベル（2021年 3月；2024年 2月に改訂）

• 応用基礎レベルの構成



モデルカリキュラムの内容：リテラシーレベルの場合
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節のタイトル キーワード（知識・スキル）

1-1. 社会で起きて ・ビッグデータ、IoT、AI、生成 AI、ロボット

　いる変化 ・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AI

の非連続的進化

・第 4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社

会

・複数技術を組み合わせた AIサービス

・人間の知的活動と AIの関係性

・データを起点としたものの見方、人間の知的活

動を起点としたものの見方

1-2. 社会で活用さ ・調査データ、実験データ．．．．．．

　れているデータ

　　
.

.

. 　　
.

.

.

　　
.

.

. 　　
.

.

.

4-9. データ活用実践 ・教師なし学習によるグルーピング．．．．．．

　（教師なし学習）



教材：全般的な説明



教材：数理・情報教育研究センター（東大）で開発
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• 公開場所： http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/6university_consortium.html

• 「センターの webページ」 → 「大学間コンソーシアムのページ」

http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/6university_consortium.html


教材：レベルごとに整理
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• リテラシーレベル

• 応用基礎レベル



教材：内容
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• 講義スライド（このあとご紹介）

• 活用事例の動画

• データ解析例（Pythonや Rによる例）

• Pythonサンプルコード



講義スライドの構成と特徴



講義スライド形式の PDFファイル
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• 表紙



スライドの構成：例として，「1-1. 社会で起きている変化」を紹介 (1/5)
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スライドの構成：例として，「1-1. 社会で起きている変化」を紹介 (2/5)
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スライドの構成：例として，「1-1. 社会で起きている変化」を紹介 (3/5)
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スライドの構成：例として，「1-1. 社会で起きている変化」を紹介 (4/5)
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スライドの構成：例として，「1-1. 社会で起きている変化」を紹介 (5/5)
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• ・・・このような構成の，スライド教材です．



教材の特徴 (1/2)
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• モデルカリキュラムに完全準拠

• すべてのキーワード（知識・スキル）を解説

キーワードとの対応表



教材の特徴 (2/2)
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• 教育目的ならば，ページ単位で自由に利用可能

• CCライセンス「表示」「非営利」「継承」

• 適宜，改善や修正も．．．



「モデルカリキュラム改訂」に関連して



モデルカリキュラム（リテラシーレベル，応用基礎）が今年 2月に改訂
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• 改訂の背景

• プログラミング教育：小・中学校

• 「情報 I」必修化：高等学校

• 生成 AIなど：社会動向

• 改訂の内容（下記の他も，キーワードの調整・追加あり）

• 「情報 I」とのキーワードの重複：既習を理由に削除はしない

• 生成 AI

• リテラシーレベル：基本の考え方・仕組みに関するキーワードを追加

• 応用基礎：「生成 AIの基礎と展望」を新たなコア学修項目に

http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/model_literacy.html

http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/model_literacy.html


教材（講義スライド）では，「リテラシーレベル」の改訂に対応
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• キーワード “生成 AI”が追加された例

節のタイトル キーワード（知識・スキル）

1-1. 社会で起きて ・ビッグデータ、IoT、AI、“生成 AI”、ロボット

　いる変化 ・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの

非連続的進化

・第 4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会

　　
.

.

.

4-7. データハンドリング 　　
.

.

.

・データの抽出

・データの結合

・名寄せ

・“生成 AIを活用したデータ加工”



“生成 AI”の追加への対応例
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• 「1-1. 社会で起きている変化」への追加

• 教材の改訂

• 対応するスライドを新たに作成しました：



「生成 AIを活用したデータ加工」の解説 (1/4)
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「生成 AIを活用したデータ加工」の解説 (2/4)
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「生成 AIを活用したデータ加工」の解説 (3/4)
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「生成 AIを活用したデータ加工」の解説 (4/4)
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その他の追加キーワードの例 (1/2)
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• 例として，「2-3」では “赤字”が新たに追加に．
節のタイトル キーワード（知識・スキル）

2-3. データを扱う ・“データの取得（機械判読可能なデータの作成・表

記方法）”

・データの集計（和、平均）

・第 4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会

・データの並び替え、ランキング

・データ解析ツール（スプレッドシート、“BIツー

ル”）

・表形式のデータ（csv）



その他の追加キーワードの例 (2/2)
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• 例として，「2-3」では “赤字”が新たに追加に．
節のタイトル キーワード（知識・スキル）

2-3. データを扱う ・“データの取得（機械判読可能なデータの作成・表

記方法）”

• 教材での対応

• 解説スライドを追加しました：



その他の講義スライドの特徴



図や画像を用いて具体的にわかりやすく解説 (1/2)
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図や画像を用いて具体的にわかりやすく解説 (2/2)
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数式を用いない説明，スプレッドシートでの計算法なども解説

Y. Kanno (2024 年度関東ブロック対面ワークショップ) 30 / 35



幅広い分野の事例を用いて解説
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その他の教材



コンソーシアムの教材ポータルサイト
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http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/e-learning.html

• モデルカリキュラムに対応した教材の収集・公開

• 東京大学，東京都市大学，滋賀大学，九州大学，筑波大学，北海道医療大学

• 動画，スライド，演習用事例およびデータ，サンプルコード，etc.

• 教科書「データサイエンス入門」シリーズ（講談社）

http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/e-learning.html


まとめ



まとめ
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• 数理・情報教育センター（東大）で開発した教材

• 講義スライド形式の教材

• モデルカリキュラムに完全準拠

• すべてのキーワード（知識・スキル）を解説

• ページ単位で，教育のために自由に利用可能

• データ解析例，サンプルコード，etc.

• 数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム

• 教材ポータル

• データサイエンス入門シリーズ（教科書）
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